
すべてのステークホルダーがアクションを起こせば
日本では、排出される温室効果ガスの約2割が家庭由来であり、
そのうちの48.6%を占めるのが電力使用によるものです。もし、 
再生可能なクリーンエネルギーがこれらに取って代わったら…。 
丸井グループは、現在、事業で使用する電力に100%再生可能エ
ネルギー（以下、再エネ）を使用する取り組みを進めています。そ
の中で、お客さまもまた、再エネへの関心が高いということがわ
かってきました。それならば、お客さまも手軽に再エネ電力を使用
することができるサービスを開始しようとプロジェクトを立ち上げ
ました（詳しくはP52-53）。丸井グループにかかわるすべてのス
テークホルダーが再エネ電力を使用すれば、持続可能な社会に
貢献できるはずです。再エネ電力へのシフトに向けて、お客さまと
の未来へのアクションが始まりました。

再生可能な「クリーンエネルギー」
そこで世界的に注目されているのが、再生可能なクリーンエネル
ギーへのシフトです。自然から発せられる太陽光、風力、水力、 
地熱などをエネルギー源にすることで、資源枯渇や温室効果ガス
の発生を心配することなく、社会インフラを維持することが可能に
なります。2019年にニューヨークで行われた「国連気候行動サミッ
ト」では、世界77カ国が2050年に温室効果ガス排出量を実質ゼ
ロにする「カーボン・ニュートラル」を表明し、炭素税や規制を導
入するなど、国を挙げて脱炭素社会へと向かっています。そんな
中で日本は、「2030年までに再エネ比率22～24%」という目標を
掲げるにとどまっています。

エネルギーを選ぶ時代に
2030年の世界エネルギー消費量は、1990年の約2倍に達するといわれています。温室効果ガス排出量世界5

位の日本では、使用するエネルギーの87.7%が化石燃料からつくられています。しかし、その原料である化石燃
料は、地球に何十億年もかけて蓄積された有限の物質です。すでに1970年代から、化石燃料の枯渇が問題と
して叫ばれ続けてきたにもかかわらず、いまだに私たち人類は旧来の生活から抜け出せずにいるのです。私た
ち一人ひとりがその事実に耳を傾け、エネルギーシフトを実行することこそが、地球の未来を救う鍵となります。

日本家庭から排出される温室効果ガス（燃料別）

化石エネルギー

世界エネルギー消費の約63%を占める
原料：化石燃料（石炭、石油、天然ガスなど）
燃やす過程で温室効果ガスを排出
地球に埋蔵された資源のため有限

再生可能エネルギー

世界エネルギー消費の約26%を占める
原料：自然（太陽光、風力、水力、地熱など）
枯渇せず、温室効果ガスを排出しない
エネルギー源として永続的に利用できる
出典：BP, Statistical Review of World Energy 2020

OLD NEW

ACTION FOR THE FUTURE
共創のエコシステム

未来へのアクション編

01未来へつなげる 
「グリーン・リカバリー」

私たちは暮らしの中で、電気、ガス、ガソリンなどのエネルギーを毎日使用しています。世界では、化
石燃料由来のエネルギーが多く使われており、異常気象や災害などの要因となるCO2などの温室効
果ガスを大量に排出しています。このままのペースで化石燃料由来のエネルギーを使い続けると、今
世紀末までに産業革命以前と比べて気温が4°C上昇し、地球は破滅的な帰結を迎えるといわれてい
ます。そして今、コロナ危機から世界経済の再起を図る際に、グローバルなキーワードの一つになっ
ているのが、持続可能な経済復興を意味する「グリーン・リカバリー」です。経済の立て直しをする際
に、環境問題への取り組みをあわせて行うことで、よりレジリエントな社会・経済モデルへと移行し
ていく考え方が広がっています。

共創のエコシステム [ 未来へのアクション編 ]

出典：国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィスのデータをもとに作成

電気 48.6%
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小泉環境大臣も応援してくれています！
2020年9月、環境省にて小泉 進次郎環境大臣（中央）との意見交換会が行われました。
当社代表の青井（左）とみんな電力（株）の大石社長（右）が参加し、「みんな電力」への
かんたん申し込みを小泉大臣にも体験していただきました。
　小泉大臣からは、「個人の再エネへの切り替えを促進するためには、簡単に再エネ
に切り替えられる仕組みが重要。今回の取り組みをきっかけに、ほかの企業や業界に
も呼びかけて、皆で脱炭素社会をめざしましょう！」とエールを送っていただきました。

「みんな電力 エポスカード」が2020年10月より発行スタート
再エネのアイコンとして、環境に配慮するお客さまに広くご利用い
ただけるカードです。ご入会時には、1枚につき応援金1,000円分
が再エネ発電所に届きます。
　さらに、2021年4月からは、廃棄プラスチックなどを使用した環
境配慮素材に切り替え、よりサステナブルなカードとして進化しま
す。これは、クレジットカードとしては日本初の取り組みとなります。

2030年度までにRE100達成へ
丸井グループが自社で排出するCO2の約8割は、電力使用によるものです。そこで、2030年度までに使用電力を再生可能エネルギー100%で調達
することを目標に掲げ、国際的イニシアチブ「RE100」に加盟しました。2018年12月にはみんな電力（株）さまと資本業務提携を行い、新宿マルイ 
本館を皮切りにマルイ・モディ店舗での再エネ電力の切り替えを進めてきました。また、2019年9月にグループ会社の（株）マルイファシリティーズ
が小売電気事業者の登録を完了し、発電事業者から電力を直接仕入れることも可能となりました。2020年4月より再エネ電力の直接調達を開始し、
ほかの電力各社からの調達と合わせ、2020年度の再エネ使用率は50%を計画しています。

共創のエコシステム [ 未来へのアクション編 ]

エポスカード会員の約6割が「再エネを利用したい」と回答
2019年に、エポスカードのお客さまを対象に実施したアンケートでは、全体の約6割のお
客さまから「再エネを利用したい」という回答をいただきました。しかし一方で、電力会社の
変更に対するハードルが高く、切り替えたお客さまは全体の25%程度にとどまっています。

将来世代に今の地球環境を残すために、一緒に明るい未来を選びませんか？

「みんなで再エネ」プロジェクトがスタート！
丸井グループは、国際的イニシアチブ「RE100」に加盟し、 

2030年度までに使用電力を再生可能エネルギー100%で調達することを目標に掲げ、 

全国のマルイ・モディ店舗などへ再エネ電力の導入を進めています。

このたび、「顔の見える電力™」を供給するみんな電力（株）さまとともに、「施設だけでなくお客さまのご協力も得ながら、 

再エネ化をさらに進めていこう！」と考え、お客さまと一緒にCO2削減に取り組む「みんなで再エネ」プロジェクトを開始しました。 

再エネ電力でお客さまとともに環境問題の解決をめざし、2024年度までに年間100万トンのCO2削減をめざします。

サステナビリティ有識者コメント  

私は丸井グループのサステナビリティに向けた共創経営を非常に高く評価しています。ともすればGRI*、IIRC（国際統
合報告評議会）、SASB（米国サステナビリティ会計基準審議会）が提唱する基準に形式的に追随することなどが目的に
なってしまう企業も少なくない中、長期的なサステナビリティ視点から目的を明確に設定し、行動しているように感じられ
ます。今回の「みんなで再エネ」プロジェクトもそのような共創サステナビリティ経営の一環なのだと思います。GRIなど
の国際基準は、先進企業の具体的な事例をベンチマークとして作成されてきました。つまり、基準ができた時点ですでに
先行者がいるのです。丸井グループには、単に既存のスタンダードに準拠することよりも、その独自性を突き詰め、先駆
者となって新しいビジネス・エコシステムの概念やスタンダードをつくってほしい。日本企業はルールメイキングが苦手
といわれていますが、丸井グループにはそのリード役ができると期待しています。

*  GRI：Global Reporting Initiativeの略で、サステナビリティ報告書の国際的な開示スタンダードの発行をおもなミッションとする非営利 
団体のこと。

冨田 秀実 氏
ロイドレジスタージャパン（株） 
代表取締役

2019年4月エポスカード会員アンケートより
n＝2,400

今後、利用したい

59%
今後も利用する
つもりはない
35%

利用している
6%

電気をエポスプランに変えると、電気使用によるCO2はゼロになります。
皆で再エネ電力を使えば、地球温暖化ストップも夢ではありません。Web
サイトでは、皆さまが削減したCO2量をわかりやすくお知らせします。

特長 2：みんなで減らしたCO2がわかる

特長 1：再生可能エネルギー100%*1

太陽光・風力・水力による再エネ電力に加え、FIT電気*2分として環境価
値を持つ非化石証書などを組み合わせることで、実質的に再生可能エネ
ルギー100%の電力を提供します。
*1  FIT電気分に環境価値を持つ非化石証書などを組み合わせることで、実質的に再生
可能エネルギーを100％提供しています（CO2排出量も0となります）

*2  太陽光、風力、水力、地熱、バイオマスの再生可能エネルギー電源を用いて発電さ
れ、固定価格買取制度（FIT）によって電気事業者に買い取られた電気

特長 3：加入特典でつながりを実感

再エネ電力を使用する企業や再エネ
の発電所などから、さまざまな特典が
提供されます。また、電気料金の0.5%
が日本国内の森林保全や育成を行う
「みらいの森プロジェクト」の活動に使
われ、植林活動の進捗がWebサイトで確認できるなど、環境課題解決との
つながりを実感していただけます。

料金シミュレーションやお申し込みはこちらから。
 www.eposcard.co.jp/minden/index.html

詳しくはこちらでご紹介しています。
 www.to-mare.com/news/2020/post-8.html

エポスカード会員さま向け「みんな電力エポスプラン」
「みんな電力」に簡単に申し込めることに加えて、エポスカード会員さまに
ご加入いただく「みんな電力エポスプラン」には3つの特長があります。

再生可能エネルギーの利用意向

2アクションで「みんな電力」かんたん申し込み
「電力会社の変更手続きが難しい」「面倒くさい」といった声にお応えし、
エポスカードのポータルサイト「エポスNet」内の特設ページの入力画
面から、わずか2アクションで再エネ電力へのお申し込みが完了する
サービスを始めました。（株）エポスカードとみんな電力（株）さまで、契
約に必要なお客さまの基本情報をデータ連携することで、契約手続きを
スムーズに行うことができます。

必要なものはスマホと検針票のみ

ACTION 1
エポスNetにログインし、 
検針票の写真を撮影

ACTION 2
基本情報を確認し、 
お申し込み完了！

お客さまのお申し込み 
情報をデータ連携！
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「顔の見える電力™」でつながるステークホルダー
　　　　　
榛葉：丸井グループが今取り組んでいるのが「RE100」で
す。これは、マルイ・モディといった店舗、私たちが働いて
いるオフィスや事業所で使用する電力を再エネ率100%にし
ようというものです。もともとは電気使用量を減らしたり、省
エネの機器に変えていこうという考えでしたが、現在、丸井

グループの店舗では飲食のテナントさまが増えているので、
使用量を減らすことには限界があり、再エネに切り替えてい
くことに方針を転換しました。その時に、みんな電力さんと
お話しする機会があり、2018年9月から新宿マルイ 本館を
再エネ電力に切り替えたことを皮切りに、他店舗にも展開し
ている状況です。2020年は再エネ率50%を達成する予定
です。

EIJI OISHI

大石 英司氏：1969年、大阪府生まれ。明治学院大学卒業。広告制
作会社などを経て凸版印刷（株）に入社。デジタルコンテンツ流通事
業、映像事業、ファッション事業などを立ち上げ。2011年、みんな電力
（株）設立。既存のインフラを活用した電力のトラッキングシステムを
開発し、「顔の見える電力™」を供給している。

I S AO S A K A I

酒井 功雄氏：19歳の環境活動家。アメリカに留学した際、環境科学
のカリキュラムをきっかけに地球の現状に危機感を持つ。学生環境
活動団体「Fridays For Future Tokyo」に参加し、気候変動問題の
解決を呼びかけるマーチなどを行う。

S AO R I  I WA N O

岩野 さおり氏：16歳の環境活動家。セヴァン・スズキ氏のスピーチを
見たことから、気候変動や地球環境問題に興味を持つ。気候のため
の学校ストライキを始めたグレタ・トゥーンベリ氏に共感し、自分もア
クションを起こそうと思い、学生環境活動団体「Fridays For Future 
Tokyo」に参加。

E M I KO S H I M B A

榛葉 恵美子：1999年入社。2016年4月より（株）マルイファシリティー
ズ所属。2019年より同社エコ・マネジメント部で電力調達・企画を担
当し、再エネの利用拡大（グリーン・ビジネス）を推進している。

「顔の見える電力™」を通じて、 
グリーンエコシステムを共に創る
　　　　　
気候変動の問題は「気候危機」としてとらえられ始め、この課題解決に向けた企業の取り組みに注目が集まっています。 
また、コロナ前に戻してはいけない「グリーン・リカバリー」という考え方も提唱されています。 
「顔の見える電力™」を掲げる大石氏と、学生環境活動団体「Fridays For Future Tokyo」に参加する酒井氏と岩野氏、 
そして丸井グループで再生可能エネルギーの調達を担当する榛葉が、 
Withコロナ・Afterコロナを見据えたグリーンエコシステムの可能性を語り合います。

大石：新宿マルイ 本館では今、当社の電気を使っていただ
いていて、ここの電気は青森の風力、長野県の水力、そして
福島県の太陽光発電所から来ています。
榛葉：大石さんはどういったことがきっかけで、「顔の見える
電力™」を始められたんですか。
大石：通勤電車の中で、目の前にいた女性がソーラー付きの
キーホルダーを鞄にぶら下げていたのです。ちょうど私の携
帯電話の電池がなくなりそうだったので、目の前の女性から
電気を買えないかなと思ったのがきっかけです。そこで気づ
いたのは、これまで電気は石油会社や大手電力会社など 

一部の人が独占している富だったのが、今や誰でもつくれる
時代になったということです。私の基本的な事業コンセプト
は、格差や貧困の解消がベースになっています。電気は誰で
もつくれる富なので、皆でその富をつくって自分のパーソナリ
ティを付加価値にすることができれば、独占されていた富が
分散されるのではないかと考えました。そして2011年に、「顔
の見える電力™」を供給するみんな電力（株）を設立しました。
酒井：生活の中では食料もそうですが、トレーサビリティが
担保されていることって少ないですよね。自分と地球や社会

D
DIALOGUE 03

問題との関係性をどんどん感じづらくなっている中で、そう
いった「生産者や事業者の姿が見える」取り組みをされてい
るのはすばらしいことだと思います。
大石：再エネなら何でもいいというわけではなくて、最近は
グリーンウォッシュといって、やったふりをする企業が増えて
います。地方の山を切り崩してメガソーラーをつくったり、バ
イオマス発電所を建てるためにフィリピンの熱帯雨林を伐採
して日本に持ってきて「再エネです」とする人たちもいるので
す。そのため、「顔を見せる」ことが重要なんです。
榛葉：みんな電力さんには、再エネ導入のきっかけをつくって
いただきました。私はいろいろな会社の方とお話しするので
すが、みんな電力さんのことは必ず話題に出てきて、ブロック
チェーンの技術が高く評価されています。また、大石さんを丸
井グループの会議にお招きし、お話ししていただく機会があ
りました。社員の意識も高まり、みんな電力さんの電気を買う
ようになった人が出てきたりして、良かったと感じています。現
在も、みんな電力さんと協業プロジェクトを進めているところ
です。具体的には、エポスカードの会員さまと一緒に再エネ
の普及に貢献できる仕組みをつくっています。それが私はす
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ごく楽しみで、再エネをもっと広めていきたいと思っています。
岩野：「こういう社会をつくりたい」とか「未来を守りたい」と
か、決めた目標・課題にしっかりコミットできる会社が出てき
たということに対して、すごいなと思いますし、自分の会社だ
けがグリーンになってそれが価値になるのではなくて、サプ
ライチェーン全体をグリーンにしていく、もっと広くつながっ
ている企業皆で再エネにしていこうというところがすばらし
いと思います。
酒井：これは二人で話したアイデアなのですが、丸井さんに
提案したいことがあります。「RE100」の取り組みとして、会
社のオフィスなどをすべて再エネ化すると思うのですが、コ
ロナ禍でリモートワークがどんどん進んでいるので、自宅で
働いている人たちの家庭も「RE100」の対象として再エネ化
するのはどうでしょうか。
榛葉：私たちは、高圧の電気を大きな施設に供給する業務
を行っています。家庭は低圧の電気になるので今のところは
行っていないのですが、今後、店舗やオフィスの再エネ化が
進み、家庭にも販売できるようなスキームができるのであれ
ば、そういうことも検討していきたいですね。

生活者の意識を変えることが課題
　　　　　
大石：私たちの課題の一つが生活者の意識です。皆さんど
ちらかというと価格比較サイトで調べるなどして、料金の安
いところを選ぶ方が多いんです。酒井さんと岩野さんはうち
の電力を選んでいただいているそうなのですが、それはどう
いったきっかけですか。
酒井：僕の場合は、テレビ局のネット番組に呼んでいただい
た時に、その番組でみんな電力さんの話をしていたんです。
ちょうど母がその放送を見ていて、「うちもこれに替えよう」と
言ってくれたのがきっかけですね。
岩野：私は昨年、脱炭素運動をされている活動家の方と 

ご一緒させていただき、「気候変動とエネルギー問題はすご
く密接する問題で、国レベルで対策が進められている」といっ
たお話をうかがったんです。それがエネルギーについて見
つめ直す機会となりました。電力を切り替えたいと思ってい
ろいろ探したところ、みんな電力さんを見つけ、ここがいいな
と思ったのです。

大石：そうなんですね、ありがとうございます。生活者が気
候変動を意識し、再エネ化に取り組むことは企業にも影響を
与えます。
榛葉：丸井グループでは、エポスカードに登録している顧客
情報を引き継いで、簡単にみんな電力に申し込めるシステム
を開発しています。お客さまの「ぜひやりたい」という気持ち
と簡単に移行できる仕組み、そしてさまざまなステークホル
ダーと共創してそのムーブメントを大きくしていく、これに、こ
の秋からしっかり取り組んでいこうと考えています。700万人
を超えるエポスカード会員が再エネに切り替わったら、世の
中が大きく変わるきっかけの一つになると思います。
酒井：再エネは「高い」というイメージがまだ根深くあると思
います。企業が一番の再エネの需要家だと思うので、企業が
どんどん再エネを使って、「再エネは高くないんだよ、一つの
選択肢として十分ありえるよ」ということを示し、広げていく
ことが社会的な認識を変えるために必要だと思います。

一人ひとりができる範囲で行動する 
̶̶ それがやがてムーブメントになる
　　　　　
大石：お二人は環境省に再エネ利用に関する意見書を提出
したんですよね。手応えはどうでしたか。
岩野：環境大臣が最初に、「環境省というのはエネルギー政
策にガツガツと入っていけないが、できる範囲で最大限のこ
とをやりたい」とおっしゃっていただきました。私たちも「変
えたいのは日本のエネルギー政策です」というお話をしたら、
「組織横断的に行政全体で取り組まなければいけない問題
という認識も生まれている」とのことでした。
大石：大きな力だと思いますよ。僕ら世代がつけを回してい
る、将来世代である皆さんが「そうではないだろう」と声を上
げることはすごく説得力があることだと思います。
酒井：AfterコロナはそのままBeforeコロナの状態に戻すの
ではなくて、環境に配慮した形など、ニューノーマルな方向
に向けていくのが重要だと思います。昨今の気象災害など
を見ると、環境問題のタイムリミットはすぐそこまで来ている
気がします。一刻も早く行動を起こさないといけないし、もっ
と多くの同世代の人たちと連携して、世代としての声をつくっ
ていきたいと思っています。

榛葉：運動に参加してみて、周囲への影響はありましたか。
岩野：一番変わったのは家族です。普通は身近にいても、あ
まり家族と社会問題などを語り合ったりしないと思うのです
が、私はずっと「気候変動」や「再エネ」について言い続けて
いました。実際にマーチに参加するなどアクションを積み重
ねていった結果、2019年9月のマーチには母が仕事を休ん
で参加してくれたんです。電力の切り替えも母が「いいね」と
賛同してくれて実現したことですし、食生活でも畜産製品を
減らすよう意識するようになったところが大きな変化です。
大石：感激しました。自分が提供しているサービスがご家庭
の話題になって、そこから電力を切り替えるというアクション
につながったという話を聞いて、やっていて良かったと本当
に思います。うちの社員もすごく喜ぶと思います。
酒井：一人ひとりができる範囲のことをするだけでもまわり
は見ていると思うので、アクションの幅は人それぞれで問題
はないと思います。むしろハードルを下げて広げていくとい

うことがすごく大事だと思います。僕たちの使命は、忖度せ
ずに理想を言い続けることです。何にも縛られず「こうある
べきだ」ということを発言し続けることが必要なのかなと思っ
ています。
大石：まさにその通りです。今後、いろいろな垣根が取り払
われて、一人ひとりがより創造的に生きていけるようになる
と思います。そして、その垣根の一つに「顔の見えない」状況
というものがあると思うのです。だから「顔の見える関係」を
さらに構築していくということは、私にとってポストコロナに
おける一番大事なテーマだと思っています。今日思ったの
は、お二人はものすごくしっかりしているし、自分の学生のこ
ろとは生き方を見つめ直す深さが違い、すごいなと思いまし
た。だからもっと自信を持って、自分たちが「こうあるべきだ」
「私たちの世代は社会を自分でつくるんだ」と思うことを世の
中にどんどん発信し、ぜひ本当にそれを実行してほしいです。
それは世の中にとってもすごくいい方向だと思います。
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「豊かさ」と「便利さ」を追い求めてきた「食」の末路
私たちが当たり前のように購入・飲食している「食」の裏側には、食材・食品の生産、輸出入、加工・調理、飲食
そして廃棄という一連の流れ、サプライチェーンが隠されています。中でも、世界の食料廃棄量は年間約13億
トンとなり、人の消費のために生産された食料のおよそ3分の1*1が廃棄されています。これは、私たちが必要
とする分以上の食材・食品が生産され、私たちの手元に届く前に廃棄されてしまったもの、そして私たちが購入
後に廃棄してしまったものを指します。これらは「食品（フード）ロス」と呼ばれ、社会課題になっています。私た
ちは生産者・販売者・消費者にかかわらず、この身近な「食」という問題から目をそらすことはできません。
*1 国連食糧農業機関（FAO）「世界の食料ロスと食料廃棄（2011年）」

自分の身体に合った「良い食材を必要な量だけ」
昔は、大家族や自炊を前提とした食材・食品の生産販売が当たり
前でしたが、現在、日本では核家族や、共働き、単身暮らしなどが
主流となり、一人で食事をする「個食」が増加しています。また、幼
少期からファストフードが身近だった将来世代は、「もっと身体に良
い食事を摂りたい」というオーガニック志向が高まっています。これ
らを背景に、自分の身体に合った良い食材を、必要な量だけ購入
したいという「カスタマイズ・パーソナライズ商品」に期待が寄せら
れています。この潮流は、楽しく食事をしながら食品ロスを減らす
ことにもつながる、新時代の「食のサーキュラーエコノミー」であり、
私たちが今すぐにでも実践できるアクションであると考えています。

「持続可能な食事」を選択することが未来につながる
人間活動によって排出された世界の温室効果ガス総排出量のう
ち、食料の生産・流通が占める割合は21~37%にのぼるといわれ
ています。中でも、畜産業に由来するものが多く、特に牛はCO2の
28倍もの温室効果のあるメタンガスを放出していることや、水や飼
料である穀物を大量に消費することなどから、地球環境への影響
が危惧されています。こうした背景もあり、最近では日本でも肉に
代わる食材として、大豆でつくられた「植物肉（代替肉）」と呼ばれ
る、動物由来のものを使わないビーガン食が注目され始めていま
す。「食べること」と「生きること」は密接にかかわっており、例えば、
一人ひとりが週1回でもビーガン食を選択するだけで、温室効果ガ
ス排出の抑制につながるかもしれません。私たちは今、毎日食べる
食事やその廃棄量を見直し、「持続可能な食事」を意識して行動す
る必要があるのです。

世界の温室効果ガス総排出量*2のうち 
食料の生産・流通が占める割合

21～37%

02食の未来を考える 
「多様な選択肢」の出現

人類が生きていくために欠かせない「食」は、グローバル化や技術革新とともに、「豊かさ」と「便利
さ」を追い求めてきたといえます。私たち日本人は現在、当たり前のように好きなジャンルの「食」を、
いつでも好きな時に購入できるようになりました。また同じメニューであっても、手づくりやレトルト食
品、外食や惣菜など、その時々に合わせて「食」の消費形態を選択することができます。しかし、その
一方で、食品（フード）ロスや地球環境に影響を及ぼす温室効果ガスの排出が問題となっています。

PAST

大家族・多世代暮らし
食材をまとめて大量購入
高カロリー食・成人病増

安全性・トレーサビリティが不明

NOW

核家族・共働き・単身暮らし
必要な分だけ小分けで購入
健康・オーガニック志向
生産者の顔が見える安心

ACTION FOR THE FUTURE
共創のエコシステム

未来へのアクション編

共創のエコシステム [ 未来へのアクション編 ]

出典：IPCC特別報告書「気候変動と土地（2019年）」
*2 世界の温室効果ガス総排出量のうち、人為起源によるもの
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ビーガンへの入口は人それぞれ
　　　　　
石井：アレックスさんは今、ビーガン王子として日本で活動さ
れていますが、ご家族の方もビーガンなのですか。
アレックス：もともとは、家族全員がビーガンではありません
でした。僕自身は、高校生のころ、環境や動物保護に貢献し
たいと思っていて、それで17歳からビーガンになりました。で
も最近になって、父と弟がビーガンになり、妹と妹の彼氏はベ
ジタリアンです。兄と母はどちらでもないですが、冷蔵庫に
入っているものは、ほぼビーガン食。でもビーガン食をよく知
らない人が冷蔵庫の中をのぞいても、それがビーガン食だと
は全然わからないと思います。「あれ？ 肉もチーズも入って
いるじゃないか」と。でも実は全部、植物由来の材料ででき
ている肉だったりチーズだったりアイスだったり。なので、ビー
ガン以前の食生活と、味覚のうえではあまり変わらないです。
上薗：お母さまがビーガン料理を勉強されて、お父さまにつ
くってあげたりもされるんですか。
アレックス：たぶん父は、自分で料理をしているんじゃないか
な。父がビーガンになったきっかけはトライアスロンなんです。
しかも、一番長い距離を競うアイアンマンレースというのを、

50歳になって急にやりだしたんです（笑）。レースに耐えられ
る肉体をつくらなければいけなくなって、栄養的には何を食
べれば良いのか、父は自分で調べたんです。そうしたら野菜
中心とか、肉は食べてもチキンをちょっとだけとか…。そこで、

「これってほぼビーガンじゃないか！」と、父は気づいたんです。
石井：上薗さんがビーガンを意識するきっかけは何だったん
ですか。
上薗：私には10歳になる子どもがいるのですが、小学校から
持って帰ってきた宿題の中にあった「エコライフ」に家族全員
で回答したのがきっかけでした。これは、各設問に「できた、
できない」と回答して点数化するもので、その設問の一つに
「新鮮な野菜、旬の野菜を食べる」というのがありました。私
は、「あれ、これってエコに関係あるのかな？」と思ってしまっ
たんです。「電気をこまめに消す」とか「水は出しっぱなしに
しない」だったらわかるんですけど。子どもにも「なんでエコ
なの？」と聞かれた時に、「環境にいいからだよ」と終わらせ
てしまったのですが、やっぱり気になって。これは調べないと
いけないなと、子どもと一緒に勉強していくうちに、問題意識
がなかったことが私の問題だったと気づかされました（笑）。
石井：子どもたちだけでなく、親世代も気づけるというのが
すごく新しいですね。私が小学生の時は、そんな課題意識は
なかったし…。アレックスさんのお父さまや上薗さんのように、
ビーガンを始めるきっかけってたくさんあるんですね。私は 

お肉も大好きなんですが、姉が1年くらい前にビーガンに 

なったんです。姉はアニマルウェルフェアやアニマルライツ
がきっかけでした。当時の私はビーガンについて全然知らな
かったんですが、ある日姉と一緒にビーガン料理のお店に行っ
たんです。その時に、ビーガンバーガーというものを食べて、

ビーガン王子、再降臨！
ビーガンというライフスタイルの可能性とは
　　　　　
動物由来のものを食べない、使わない生き方、ビーガン。 
近年注目度が高まっているサステナブルなライフスタイルです。「ビーガンの実践は難しくない」と、 
ビーガン王子こと、アレックス・デレチ氏は言います。2020年6月に丸井グループのコミュニティサイト「この指とーまれ！」
にご登場いただいたビーガン王子を再び招き、今回はグループ社員2人と、その可能性を語り合いました。

D
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地球環境に優しい材料を使って、 
服や鞄、アクセサリーなどをつくると、 
おしゃれを楽しみながら地球環境に貢献できるので 

一石二鳥だと思います。

アレックス・デレチ 氏
モデル タレント

1996年生まれ、父親がアメリカ人で母親がフランス人のマルチカルチュラル（多文化的）なバックグラウンドを持ち、5カ国
語（英語、フランス語、スペイン語、日本語、ドイツ語）を話すマルチリンガル。17歳からビーガンを始める。カリフォルニア
大学ロサンゼルス校（UCLA）を2017年卒業後、ビーガンを広げる活動をするため来日。モデル、タレントとして活動しな
がら、「ビーガン王子」としてビーガンの商品、お店、ライフスタイルなどの情報をSNSで発信。2019年に「オーシャン・アン
バサダー」に就任。2020年よりビーガン業界での人脈を活かし、ビーガンのコンサルティング事業を本格的にスタート。
ビーガンインフルエンサーと外国人インフルエンサーをそれぞれ100名以上抱え、PRやビーガンに関するコンサルティン
グ業務、インフルエンサーたちとのコラボ商品企画・開発などがおもな事業内容。

2020年6月のビーガン王子 初降臨の様子はこちらからご覧いただけます。
 www.to-mare.com/tf/2020/s001.html
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「何だ、これは！」と思って。とってもおいしいし、言われなきゃ
わからないと驚きました。プリンも「卵を使わずにこんなのが
できるの？」と。だから単純に「おいしいから」というだけでも、
ビーガンを選択する理由としてはありだなと思いました。
アレックス：本当に、きっかけは人それぞれですね。
石井：丸井グループの「この指とーまれ！」というコミュニティ
サイトに、SDGsをテーマにした動画を社員が投稿するコン
テンツ「指チューバーが行く！！」が新たに始まりました。

YouTuberならぬ、「指チューバー」です（笑）。その指チュー
バーの募集があったので、私も地球環境にも良いビーガン食
の魅力を発信したくて立候補しました。結果、私が初代指
チューバーに選ばれたんです！ 指チューバーとして、ビーガン
について情報発信することができました。
アレックス：それはすばらしいですね。まだビーガンについ
て知らない人や誤解している人も多いので、とても有意義だ
と思います。

「指チューバーが行く！！」はこちらからご覧いただけます。
 www.to-mare.com/ytube/

将来世代に広がるビーガン的選択
　　　　　
石井：ビーガンって食事にフォーカスされがちですが、着る服
や愛用するモノも動物由来のものは使わないというライフス
タイルのことですよね。アレックスさんがされている食事以外

の取り組みはありますか。
アレックス：例えばファッションだと、皮のコートや靴やベル
トなど、動物由来のものって多いですよね。ウールとかシル
クも動物由来です。最近はサステナブルビーガンファッ
ションっていうんですが、動物由来の素材を使わないファッ
ションがとても人気になってきているんです。私が今日身に
つけているものだと、この鞄。実はコルクからつくられてい
ます。
石井：コルク？ ワインのコルクですか。
アレックス：はい、ベルトも革に見えますが、コルクでできて
います。
上薗：コルクとは全然わからないですけど、おしゃれですね。
アレックス：こんなふうに、地球環境に優しい材料を使って、
服や鞄、アクセサリーなどをつくると、おしゃれを楽しみなが
ら地球環境に貢献できるので一石二鳥だと思います。
上薗：ファッションの話だと、私は毛皮がすごく流行った世代
で、毛皮の種類もキツネからタヌキからワニまで、一通り集
めていた過去があります。もっと早く気づけば良かった、すご
くかわいそうなことをしてしまったと強く後悔しています。
石井：今の20代前後の人たちって、実は気づかないところで
ビーガンのものを使っているんです。例えば、私の場合でい
うとコスメです。最近では、商品開発の過程で動物実験を
行っていない化粧品を使っていると、「ちょっとおしゃれだよ
ね」という雰囲気になりつつあると思います。
アレックス：本当にそうですね。「おしゃれ」であることに加え

て、クルエルティフリー*は環境への負担が少ない商品であ
ることを表しているので、安心して購入することができます。
* 開発や製造の段階で製品、原料に対して動物実験が行われていないこと。

ダイバーシティなライフスタイル
　　　　　
石井：7月からレジ袋の有料化が始まりましたが、それをきっ
かけに環境に対して意識する人が多くなった印象があります。
そのころからビーガン食をスーパーでもけっこう見かけるよう
になりました。なので、「この指とーまれ！」サイトは、指チュー
バーのコンテンツも含めて、いろいろな人を巻き込んで発信
していく場になればいいなと思っています。
アレックス：石井さんや上薗さんのように、ビーガンに興味を
持っている方が丸井グループの社員にも多いと思いますが、
社内にビーガンを取り入れる予定はありますか。
石井：ビジネスとしても企画していますが、個人的には社員レ
ストランでビーガンメニューを導入したいと思っています。私
みたいなお肉が大好きな人でも1日に1回、あるいは1週間
に1回、ビーガン食を取り入れるだけで地球環境の保護に貢
献できます。これを丸井グループ全社員で行えば、効果が
もっともっと大きくなりますよね。
アレックス：ビーガンを実践する場合、「ビーガンかビーガン
じゃないか」の二者択一をしなければいけないという先入観
があります。だけど実は石井さんがおっしゃる通り、ビーガン

の食事を増やしたり、ビーガンデーをつくってみたり。自分に
合ったビーガンを取り入れられたら、それで十分だと思いま
すね。「仕事中はビーガンじゃないけど、自宅では完全にビー
ガン」という方も意外と多いですよ。
上薗：ビーガン食は野菜も取れますし、お肉は代替肉で満足
できますし、健康にもいい。これだけ楽しんで環境にも貢献
できることって、ほかにはないと思います。私の父が心臓を
悪くして入院し、退院後の食事がかなり制限されたんです。塩
分はもちろん、お肉もあまり良くないということで。そこで代
替肉を使った料理を食べてもらったところ、まったく気づきま
せんでした。私の子どもは卵アレルギーがあるので、マヨネー
ズが食べられないのですが、ビーガンマヨネーズをつくると、
おいしいと喜んで食べてくれます。
アレックス：本当にそうですね。ビーガンだったら、病気療養
中の方でもアレルギー体質の方でも、食にタブーのあるイス
ラム教徒やヒンドゥー教徒の方でも皆一緒においしく食事が
できます。どんな人とでも一緒にテーブルを囲めるというの
も、ビーガン食の好きなところです。
石井：ビーガン食は国境関係なくいろいろな人が食べること
を通じて友だちになれるような、ダイバーシティなライフスタ
イルですね。

私みたいなお肉が大好きな人でも1日に1回、 
あるいは1週間に1回、ビーガン食を取り入れるだけで 

地球環境の保護に貢献できます。

石井 理絵
新宿マルイ 本館 バッグ売場（2019年入社） 

2020年8月当時

ビーガン食は野菜も取れますし、 
お肉は代替肉で満足できますし、健康にもいい。 
これだけ楽しんで環境にも貢献できることって、ほかにはないと思います。

上薗 寛子
株式会社エポスカード 草加コールセンター（2004年入社）

D
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当日の様子は、10月下旬に「この指とーまれ！」サイトで 
映像も公開予定です。

 www.to-mare.com/tf/2020/i001.html
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